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OUTLINE

研究目的

短大の状況（現状、政策、役割や位置付け）

研究課題と実際の研究プロセス

研究結果

総括



研究目的

短大における学生調査を用いた内部質保証システムの改善

正しい比較を可能にする新たな分野分類の提案

適切な分野分類に基づくベンチマークの作成が目標

短大生調査（Tandaisei-chosa）の開発

2008～13の前身調査（JJCSS）の経験を活かした改定

これまでの調査参加校93、総参加学生数44,543

短大基準協会調査研究委員会における調査結果の分析と検
討をはじめ、実施後アンケート、参加校へのヒアリング、
試行調査の実施･･･



短期大学を取り巻く
状況
現状、政策、役割



短期大学の現状
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定員未充足校は207（64.7%)
日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報セン
ター，H.26年度私立大学・短期大学等入学志願動向



政策的位置付け

短期大学の今後の在り方について（2014.8.6）

＝短期大学制度の再検討と位置づけの明確化

職業人材養成？地方創生？ファーストステージ？

実践的な職業教育を行う新たな高等教育機関の在り方に
ついて（2015.3.27）

＝「職業教育学校の設置」

高等教育の多様化と産業界の人材ニーズへの対応

新制度への移行？



日本の高等教育における
短期大学の役割

学位取得が可能

教育の質が保証されている

教養と専門教育のバランスが取れている

汎用的職業能力の育成

小規模できめ細かい教育

アクセスしやすい

「短期大学の今後の在り方について」より



研究課題
：現状の問題点



問題点

学位名称は申請のため機能しない（*学術会議
の議論は始まっている）

学校基本調査の分野分類は短大の実情を反映
していない

多くの短大の組織は、各専攻・コース単位で
組織を構築している（大学ごとや学科レベル
の比較では役に立たない）



問題点事例１：

十分に機能している
とはいえない
学校基本調査の分類
（一部例）



問題点事例２：学校基本調査平成26年度
付属資料「学科系統分類表」より

人間
文化

子ども
教育学

人文【文学関係】

人文【その他】

家政【家政学関係】

その他【その他】
例： 大分類名【中分類名】

教育【初等教育】

教育【幼稚園教育】

その他【その他】



学科分類の作業

文教協会，

「平成26年度全国

短期大学高等専門

学校一覧」

短大、専攻科、別

科、通信、廃止届

けをカウント

学科・コース・

専攻の整理と確認

学科分類

（試作版）

の作成

機関数507
（1059学科・コース・専攻）



学科・専攻科に加え、専攻・コースの
レベルまでを抜き出し表にまとめた



学科・専攻・コース名称の整理と確認
内容が不明瞭な学科等については大学ポートレート（私学版）
（ http://up-j.shigaku.go.jp/）および各短大のWebページで確認



結果



ポイント：
学科ではなく、コース・専攻から分類を試みた
学問領域よりも、将来の就職先や資格と連動させて分類
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分野分類の必要性

専攻・コース別集計への期待

学内のより正確な把握

専攻・コース間比較

ベンチマークの利点

短大側の分析作業が必要ない

継続的に自短大の学生の状況を把握できる

他者との比較も可能

内部質保証の基盤として



他大学との比較をしたいけど･･･

自分の情報は出したくない

相手の情報は知りたい

専攻・コース別の状況把握
専攻・コース間比較による内部質保証体制の構築

ベンチマークの可能性

・ベンチマークは満点ではないが
合格点にはなり得る

・「適切な分野分類」に基づく
ベンチマークが重要



今後の検討課題

新分類の完成

（2015年度10月～実施の短大生調査
（Tandaisei-chosa, TDSC2015）に実装予定）

ベンチマークの作成

TDSC自体の質の向上

各短大のGood practiceの探索と検証



調査に関する連絡先

短期大学基準協会調査研究委員会分析チーム

山崎慎一（桜美林大学グローバル高等教育研究所）

（E-mail: snicy@obirin.ac.jp）

堺完（日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報センター）

（E-mail：osamu-s@shigaku.go.jp）

これまでの成果報告や短大生調査については
短期大学基準協会ウェブページを参照下さい

http://www.jaca.or.jp/service/other/research/jjcss.html


